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【風評被害からの復活】
県内の温泉地も原発事故直後から比べれば、

徐々に客足が戻ってきているようです。しかし
ながら、従前の水準まで客足が戻っているとこ
ろは、まだまだ少数といったところでしょうか。
今回紹介するＡ社は、度重なる試練を乗り越え
て再建を果たした温泉旅館です。
温泉旅館といえば、足利銀行の国有化により、

温泉旅館の事業再生が活発に行われました。し
かし、旅館として再建の見込みに乏しく、財務内
容も厳しい先のうち、一部はサービサーに売却
されていきました。Ａ社もサービサーに売却さ
れた１社です。
サービサーからの返済圧力が強かったことか

ら、弊社に相談が持ちかけられました。当時、大
規模温泉旅館が次々と巨大資本に買収され、生
まれ変わった旅館は、低料金にて客足を順調に
伸ばしていました。Ａ社もその波に巻き込まれ、
宿泊料を下げ続けていったのです。それでも客
室稼働率は上がらず、慢性的な赤字が継続して
いました。この流れでは事業継続できないこと
は、誰が見ても明らかでした。サービサーへの対
応以前の問題です。
ここは、思い切った打開策が必要です。社長さ

んと幾度にもわたるミーティングを行っていっ
たところ、お客様の一部に、当館のサービスに惚
れ込んでリピーター化しているお客様群がある
ことが分かったのです。何が強みかは、非常に
ニッチなお客様群であることから、模倣を避け
るために公言できませんが、このマーケットに
特化した方が、旅館としての特長にもなります。

しかも、そのサービスは無料で行っています。逆
に有料化することで、ニッチなニーズの取り込
みも強まると考えました。
サービス有料化を図った場合の採算シミュ

レーションを行ったところ、現状の客数でも黒
字化できそうです。アンケート調査の結果、顧客
にとっても、有料化への不満はありません。低価
格の団体客の比率を下げていき、将来はこのニー
ズに特化した旅館を目指していくことにより、
再建の絵が画けそうです。特化するための設備
投資も、手持ち資金を見ながら、徐々に進めてい
きます。
方針転換して１年、一時的に売上縮小したも

のの、採算は大きく改善し、サービサーとの交渉
も進み、80百万円の債務は15百万円にて決着が
つきました。地元金融機関にも再建策と、その後
の実績が評価され、満額融資を得ることが出来、
債務負担も大きく軽減できたのです。
ところが、その後、東日本大震災に見舞われ、

風評被害により客足が大きく落ち込みました。
地元金融機関への返済は一時的に猶予いただき、
急場をしのぎました。
しかしながら、風評被害に晒されている中で

も、コアなリピーター客の応援により、予想以上
に客足の戻りが早かったのです。コンセプトが
明確なことが幸いしました。勿論、東京電力補償
金の効果もありましたが、事業そのものが再び
黒字化しています。二度の逆境を乗り越えたＡ
社、働く人々も明るく元気です。
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